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■前回のおさらい
・日本の道徳思想と歴史。教育勅語の意義と限界。

■出席とアンケート

■道徳教育の意義
我が国の教育は、教育基本法第１条に示されているとおり「人格の完成を目指し、平和

で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育成

を期して行われ」るものである。

人格の完成及び国民の育成の基盤となるものが道徳性であり、その道徳性を育てること

が学校教育における道徳教育の使命である。(『学習指導要領解説 特別の教科道徳編』

１頁)

我が国の学校教育において道徳教育は、道徳の時間を要として学校の教育活動全体を通

じて行うものとされてきた。これまで、学校や生徒の実態などに基づき道徳教育の重点目

標を設定し充実した指導を重ね、確固たる成果を上げている学校がある一方で、例えば、

歴史的経緯に影響され、いまだに道徳教育そのものを忌避しがちな風潮があること、他教

科に比べて軽んじられていること、読み物の登場人物の心情理解のみに偏った形式的な指

導が行われる例があることなど、多くの課題が指摘されている。(中略)

「特定の価値観を押し付けたり、主体性をもたず言われるままに行動するよう指導した

りすることは、道徳教育が目指す方向の対極にあるものと言わなければならない」、「多

様な価値観の、時に対立がある場合を含めて、誠実にそれらの価値に向き合い、道徳とし

ての問題を考え続ける姿勢こそ道徳教育で養うべき基本的資質である」との答申を踏まえ、

発達の段階に応じ、答えが一つではない道徳的な課題を一人一人の生徒が自分自身の問題

と捉え、向き合う「考える道徳」、「議論する道徳」へと転換を図るものである。(同２頁)

■考え、議論する道徳
思春期にかかる中学生の発達の段階においては、ふだんの生活においては分かっている

と信じて疑わない様々な道徳的価値について、学校や家庭、地域社会における様々な体験、

道徳科における教材との出会いやそれに基づく他者との対話などを手掛かりとして自己と

の関わりを問い直すことによって、そこから本当の理解が始まるのである。また、時には

複数の道徳的価値が対立する場面にも直面する。その際、生徒は、時と場合、場所などに

応じて、複数の道徳的価値の中から、どの価値を優先するのかの判断を迫られることにな

る。その際の心の葛藤や揺れ、また選択した結果などから、道徳的諸価値への理解が始ま



ることもある。このようなことを通して、道徳的諸価値が人間としてのよさを表すもので

あることに気付き、人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念に根ざした自己理解や他者理

解、人間理解、自然理解へとつながっていくようにすることが求められる。

(中略)

指導の際には、特定の道徳的価値を絶対的なものとして指導したり、本来実感を伴って理

解すべき道徳的価値のよさや大切さを観念的に理解させたりする学習に終始することのな

いように配慮することが大切である。(同 14～ 15頁)

自己を見つめる

よりよく生きる上で大切なものは何か、自分はどのように生きるべきかなどについて、

時には悩み、葛藤しつつ、生徒自身が、自己を見つめることによって、徐々に自ら人間と

しての生き方を育んでいくことが可能となる。したがって、様々な道徳的価値について、

自分との関わりも含めて理解し、それに基づいて内省することが求められる。その際には、

真摯に自己と向き合い、自分との関わりで改めて道徳的価値を捉え、一個のかけがえのな

い人格としてその在り方や生き方など自己理解を深めていく必要がある。(同 15～ 16頁)

物事を広い視野から多面的・多角的に考える

人としての生き方や社会の在り方について、多様な価値観の存在を前提にして、他者と

対話し協働しながら、物事を広い視野から多面的・多角的に考察することが求められる。

(中略)

諸事象の背景にある道徳的諸価値の多面性に着目させ、それを手掛かりにして考察させ

て、様々な角度から総合的に考察することの大切さや、いかに生きるかについて主体的に

考えることの大切さに気付かせることが肝要である。(同 16頁)

人間としての生き方についての考えを深める

人間にとって最大の関心は、人生の意味をどこに求め、いかによりよく生きるかという

ことにあり、道徳はこのことに直接関わるものである。

そもそも人生は、誰かに任せることができるものではない。誰かの人生ではなく一人一

人が自分自身の人生として引き受けなければならない。他者や社会、周囲の世界の中でそ

の影響を受けつつ、自分を深く見つめ、在るべき自分の姿を描きながら生きていかなけれ

ばならない。その意味で、人間は、自らの生きる意味や自己の存在価値に関わることにつ

いては、全人格をかけて取り組むのである。

また、人間としての生き方についての自覚は、人間とは何かということについての探求

とともに深められるものである。生き方についての探求は、人間とは何かという問いから

始まると言ってもよい。人間についての深い理解なしに、生き方についての深い自覚が生

まれるはずはないのである。言い換えれば、人間についての深い理解と、これを鏡として

行為の主体としての自己を深く見つめることとの接点に、生き方についての深い自覚が生

まれていく。そのことが、主体的な判断に基づく適切な行為の選択や、よりよく生きてい

こうとする道徳的実践へつながっていくこととなる。(同 16～ 17頁)



道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる

道徳的判断力は、それぞれの場面において善悪を判断する能力である。(中略)

道徳的心情は、道徳的価値の大切さを感じ取り、善を行うことを喜び、悪を憎む感情のこ

とである。(中略)

道徳的実践意欲と態度は、道徳的判断力や道徳的心情によって価値があるとされた行動を

とろうとする傾向性を意味する。(同 17頁)

■道徳科の指導の基本方針『学習指導要領解説 特別の教科道徳編』74 ～ 76 頁

道徳科の特質を理解する

道徳科は、生徒一人一人が、ねらいに含まれる道徳的価値についての理解を基に、自己を

見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的に考え、人間としての生き方についての考え

を深める学習を通して、内面的資質としての道徳性を主体的に養っていく時間である。

信頼関係や温かい人間関係を基盤に置く

道徳科が学級経営と深く関わっていることを理解し、学級における信頼関係に基づく温か

い人間関係を築き上げ、心の交流を深めることが大切である。

生徒の内面的な自覚を促す指導方法を工夫する

道徳科は、道徳的価値についての単なる知的理解に終始したり、行為の仕方そのものを指

導したりする時間ではなく、ねらいとする道徳的価値について生徒自身がどのように捉え、

どのような葛藤があるのか、また道徳的価値を実現することにどのような意味を見いだす

ことができるのかなど、道徳的価値を自己との関わりにおいて捉える時間である。

生徒の発達や個に応じた指導方法を工夫する

生徒一人一人が、道徳科の主題を自分の問題として受け止めることができるように指導を

工夫し、興味や関心を高められるように配慮することが大切である。

問題解決的な学習、体験的な活動など多様な指導方法の工夫をする

実際の生活においては、複数の道徳的諸価値が対立し、葛藤が生じる場面が数多く存在す

る。その際、一つの答えのみが存在するのではなく、生徒は時と場合、場所などに応じて、

複数の道徳的諸価値の中からどの価値を優先するかの判断を迫られることになる。こうし

た問題や課題について、多面的・多角的に考察し、主体的に判断し、よりよく生きていく

ための資質・能力を養うことが大切である。このためには、問題解決的な学習が重要であ

る。

道徳教育推進教師を中心とした指導体制を充実する

校長の方針を明確にし、道徳教育推進教師を中心に指導体制の充実を図るとともに、道徳

科の授業への校長や教頭などの参加、他の教師との協力的指導、保護者や地域の人々の参

加や協力などが得られるように工夫する。



■評価
生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し、指導に生かすよう努める必

要がある。ただし、数値などによる評価は行わないものとする。(143頁)

「特別の教科 道徳」の指導方法・評価等について（報告）

【道徳科における評価の基本的な考え方】

○ 児童生徒の側から見れば、自らの成長を実感し、意欲の向上につなげていくものであ

り、教師の側からみれば、教師が目標や計画、指導方法の改善・充実に取り組むための資

料。

○ 道徳科の特質を踏まえれば、評価に当たって、

・ 数値による評価ではなく、記述式とすること、

・ 個々の内容項目ごとではなく、大くくりなまとまりを踏まえた評価とすること、

・ 他の児童生徒との比較による評価ではなく、児童生徒がいかに成長したかを積極的に

受け止めて認め、励ます個人内評価として行うこと、

・ 学習活動において児童生徒がより多面的・多角的な見方へと発展しているか、道徳的

価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかといった点を重視すること、

・ 道徳科の学習活動における児童生徒の具体的な取組状況を一定のまとまりの中で見取

ることが求められる。

【道徳科の評価の方向性】

○ 指導要録においては当面、一人一人の児童生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子

について、発言や会話、作文・感想文やノートなどを通じて、

・ 他者の考え方や議論に触れ、自律的に思考する中で、一面的な見方から多面的・多角

的な見方へと発展しているか（自分と違う意見を理解しようとしている、複数の道徳的価

値の対立する場面を多面的・多角的に考えようとしている等）

・ 多面的・多角的な思考の中で、道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めて

いるか（読み物教材の登場人物を自分に置き換えて具体的に理解しようとしている、道徳

的価値を実現することの難しさを自分事として捉え考えようとしている等）といった点に

注目して見取り、特に顕著と認められる具体的な状況を記述する、といった改善を図るこ

とが妥当。

○ 評価に当たっては、児童生徒が一年間書きためた感想文をファイルしたり、１回１回

の授業の中で全ての児童生徒について評価を意識して変容を見取るのは難しいため、年間

３５時間の授業という長い期間で見取ったりするなどの工夫が必要。

○ 道徳科における学習状況や道徳性に係る成長の様子の把握は、「各教科の評定」や「出

欠の記録」等とは基本的な性格が異なるものであることから、調査書に記載せず、入学者

選抜の合否判定に活用することのないようにする必要。

■復習
・道徳の目的と、それに関連した指導のあり方について、総合的に理解を深めておこう。


